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役員選挙の様子
１番目の方に投票箱が空であることを確認していただいております
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　令和２年３月３０日（月）任期満了による本組合役員選挙が執行され、理事２０名、監事３名が決定しました。

今回の選挙では、理事第６区が２名の定数に対し３名の立候補、監事が３名の定数に対し４名の立候補となり３

月１日（日）に選挙を行いました。

　それ以外の選挙区では無投票による当選となっております。任期は３月３１日（火）から３年間となります。

新役員は下記の通りです。

本組合役員選挙執行

２３名の役員決まる

○理事当選者（届出順）
［第１選挙区］（定数４名）
１．板　垣　正　昭（再任）由利本荘市一番堰
２．初　瀨　東　一（再任）由利本荘市赤田
３．佐　藤　健　一（再任）由利本荘市薬師堂
４．三　浦　　　功（再任）由利本荘市川口

［第２選挙区］（定数３名）
１．齋　藤　惣一郎（再任）にかほ市象潟町横岡
２．佐　藤　　　勉（新任）にかほ市小国
３．鈴　木　敏　規（再任）にかほ市樋目野

［第３選挙区］（定数２名）
１．小　番　　　勲（再任）由利本荘市矢島町立石
２．佐　藤　勝　榮（再任）由利本荘市矢島町田中町

［第４選挙区］（定数２名）
１．伊　藤　修　二（再任）由利本荘市岩城滝俣
２．工　藤　喜　作（再任）由利本荘市岩城内道川

［第５選挙区］（定数２名）
１．熊　谷　典　夫（再任）由利本荘市東鮎川
２．佐々木　法　夫（再任）由利本荘市五十土

［第７選挙区］（定数２名）
１．浅　田　照　信（再任）由利本荘市東由利宿
２．小　松　佳　和（再任）由利本荘市東由利田代

［第８選挙区］（定数３名）
１．小笠原　俊　彦（新任）由利本荘市大倉沢
２．眞　坂　平　通（新任）由利本荘市中俣
３．小　松　幸　夫（再任）由利本荘市小栗山

※立候補者が定数を超えず、無投票で決定した当選者

　は以下の通りです。

○理事当選者（得票順）
［第６選挙区］（定数２名）
当選159票　鈴　木　　　充（再任）

由利本荘市鳥海町上笹子
当選112票　佐　藤　　　衛（再任）

由利本荘市鳥海町栗沢
次点  74票　佐　藤　武　雄

由利本荘市鳥海町小川
　　　　　　・総選挙有権者数　558人
　　　　　　・投票総数　349票
　　　　　　・無効投票　4票
　　　　　　・投 票 率　62.5%

○監事当選者（得票順）
［全地区］（定数３名）
当選452票　加　藤　　　進（再任）

由利本荘市西目町西目
当選316票　村 上  佐左衛門（再任）

由利本荘市鳥海町才ノ神
当選294票　佐　藤　憲　一（再任）

由利本荘市矢島町七日町
次点  74票　畠　山　清　昭

由利本荘市中田代
　　　　　　・総選挙有権者数　5,449人
　　　　　　・投票総数　1,148票
　　　　　　・無効投票　12票
　　　　　　・投 票 率　21.1%

※立候補者が定数を超えたため、投票により決定した

　当選者は以下の通りです。

第５選挙区投票所
（本荘由利森林組合由利支所）

第６選挙区投票所
（由利本荘市鳥海総合支所）

第７選挙区投票所
（本荘由利森林組合東由利支所）
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令和元年度　地区座談会　開催

　２月３日（月）から管内４地区で座談会を開催しました。小松組合長の挨拶に続き、参事・各課長が

今年度の組合経営状況と、各部門の事業進捗状況等を報告しました。

　組合員の皆さまからは様々なご質問がありましたが、今回は新たに施行された森林環境譲与税や森林

経営管理制度についての関心が高いようでした。

鳥
海
・
由
利
・
矢
島
地
区

【
２
月
３
日
・
日
新
館
】

仁
賀
保
地
区

【
２
月
６
日
・
ス
マ
イ
ル
】

Ｑ
、
造
林
補
助
事
業
と
森
林
環
境
譲
与
税
を

　
　

利
用
し
て
、
作
業
道
開
設
等
の
森
林
整

　
　

備
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ
、
造
林
補
助
事
業
と
譲
与
税
を
組
み
合
わ

　
　

せ
て
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

補
助
事
業
以
外
で
あ
れ
ば
、
譲
与
税
の

　
　

対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

　
　

森
林
経
営
計
画
の
エ
リ
ア
内
で
、
造
林

　
　

補
助
採
択
要
件
に
合
う
場
合
は
、
森
林

　
　

作
業
道
を
開
設
で
き
ま
す
。 

【
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て
】

　

今
年
度
、
本
市
に
対
し
て
は
、
約
六
千
万

円
交
付
さ
れ
て
お
り
、
来
年
度
か
ら
は
、
そ

の
二
倍
の
交
付
額
と
な
る
予
定
で
す
。 

　

「
森
林
環
境
譲
与
税
」
交
付
の
目
的
は
、
有

効
な
森
林
整
備
を
促
進
し
て
、
林
業
を
活
性

化
す
る
こ
と
で
す
の
で
、
森
林
林
業
・
木
材

産
業
に
関
わ
る
事
項
で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し

て
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
、
森
林
環
境
税
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
使

　
　

わ
れ
る
の
で
す
か
。 

Ａ
、
森
林
整
備
や
木
材
利
用
の
促
進
の
ほ
か
、
森

　
　

林
環
境
教
育
や
後
継
者
育
成
な
ど
に
使
う

　
　

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
既
存
の
補

　
　

助
事
業
と
重
複
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

Ｑ
、
ス
ギ
の
伐
期
齢
は
何
年
生
で
す
か
。 

Ａ
、
５０
年
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対

　
　

し
て
補
助
事
業
は
１
０
０
年
生
ま
で
が

　
　

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
森
林
組
合
に
い
く

　
　

ら
入
り
、
ど
の
よ
う
な
使
い
道
に
な
り

　
　

ま
す
か
。 

Ａ
、
森
林
組
合
に
直
接
配
分
さ
れ
る
わ
け
で

　
　

は
あ
り
ま
せ
ん
。
由
利
本
荘
市
で
は
経

　
　

営
計
画
に
な
く
、
手
入
れ
さ
れ
て
い
な

　
　

い
ス
ギ
林
を
抽
出
し
て
、
山
林
所
有
者

　
　

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
意
向
調
査
を
行
っ

　
　

て
い
ま
す
。
当
組
合
で
は
、
こ
の
調
査

　
　

を
市
よ
り
委
託
さ
れ
実
施
し
て
い
ま
す
。 

岩
城
・
大
内
地
区

【
２
月
４
日
・
メ
ー
プ
ル
】

Ｑ
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
ど
の
程
度
運
用
で

　
　

き
る
の
か
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、

　
　

運
用
の
仕
方
は
誰
が
決
め
る
の
で
し
ょ

　
　

う
か
。 

Ａ
、
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
令
和
元
年
９
月

　
　

か
ら
、 

全
国
の
都
道
府
県
や
市
町
村
に

　
　

配
分
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

　
　

運
用
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町

　
　

村
で
協
議
し
、
利
用
法
を
決
め
る
こ
と

　
　

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

Ｑ
、
数
年
前
に
中
国
の
富
裕
層
が
日
本
の
山

　
　

林
を
買
い
集
め
て
い
る
と
い
う
話
を
聞

　
　

い
た
の
で
す
が
、
対
策
は
進
ん
で
い
る

　
　

の
で
し
ょ
う
か
。 

Ａ
、
現
在
は
条
例
が
施
行
さ
れ
、
そ
の
よ
う

　
　

な
こ
と
が
あ
れ
ば
事
前
に
わ
か
る
よ
う

　
　

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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本
荘
・
東
由
利
地
区

【
２
月
１０
日
・
湯
楽
里
】

Ｑ
、
森
林
組
合
と
し
て
、
野
生
動
物
へ
の
対
策

　
　

は
考
え
て
い
ま
す
か
。 

Ａ
、
組
合
で
は
な
く
、
行
政
の
管
轄
と
な
り
ま

　
　

す
。 

入
山
の
際
は
注
意
喚
起
の
看
板
を
よ

　
　

く
確
認
し
、 

熊
よ
け
の
鈴
を
持
っ
て
い
く

　
　

な
ど
、
自
身
が
対
策
を
す
る
こ
と
が
最
も

　
　

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
有
害
駆
除

　
　

等
の
申
請
が
あ
れ
ば
県
や
市
で
も
対
策
を

　
　

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願

　
　

い
し
ま
す
。 

Ｑ
、
再
造
林
を
行
う
上
で
の
費
用
は
ど
れ
く
ら

　
　

い
か
か
り
ま
す
か
。 

Ａ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山
で
違
う
の
で
、
支
所
に
ご

　
　

相
談
い
た
だ
け
れ
ば
、
詳
し
い
見
積
を
ご

　
　

提
示
い
た
し
ま
す
。 

Ｑ
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
配
分
は
ど
う
な
っ
て

　
　

い
ま
す
か
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
利

　
　

用
で
き
ま
す
か
。 

Ａ
、
今
年
度
の
由
利
本
荘
市
で
は
、
約
六
千
万

　
　

円
配
分
さ
れ
、
来
年
度
は
そ
の
倍
の
予
算

　
　

が
配
分
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
イ
ベ

　
　

ン
ト
利
用
に
つ
い
て
は
、
内
容
に
も
よ
り

　
　

ま
す
が
、
森
林
林
業
・
木
材
産
業
に
関
係

　
　

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
利
用
す
る
こ
と
が
可

　
　

能
で
す
。

第２５回  造林コンクール表彰授与式・林業講習会

講師  庄司英俊 氏 賞状授与の様子

◆ 最優秀賞

収穫間伐の部　佐藤　哲也 氏（本荘地区）

◆ 優良賞

枝打ちの部　　畠山　清昭 氏（大内地区）
収穫間伐の部　鈴木　憲一 氏（由利地区）

◆ 入　賞

収穫間伐の部　八木山集落㈹
　　　　　　　佐藤　常喜 氏（鳥海地区）
収穫間伐の部　大友　一弘 氏（大内地区）
収穫間伐の部　多田　莞二 氏（由利地区）
収穫間伐の部　渡部　専一 氏（岩城地区）

◆ 優秀賞

収穫間伐の部　佐藤　憲一 氏（矢島地区）
収穫間伐の部　須藤　　武 氏（仁賀保地区）

　

２
月
１４
日
（
金
）
本
荘
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
を
会
場
に
第
２５
回
造
林

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
授
与
式
並
び
に
林
業
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　

今
回
は
２
部
門
９
点
が
入
賞
し
、
由
利
地
域
振
興
局
長
、
由
利

森
林
管
理
署
長
、
秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
長
、
本
荘
由
利
森
林

組
合
長
か
ら
各
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　

林
業
講
演
会
は
、
東
京
都
の
丸
宇
木
材
市
売
株
式
会
社　

取
締

役
事
業
開
発
部
長
の
庄
司
英
俊
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
丸
宇

木
材
市
売
株
式
会
社
の
取
り
組
み
と
木
材
業
界
の
現
状
」
と
題
し
、

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。



本荘由利森林組合だより5

～「スマート林業」の実現に向けて ～

情 報 コ ー ナ ー

◇林業における技術革新（イノベーション）の３回目は、インターネット技術を駆使した次世代型林業に向けた方向性

　などについてご紹介いたします。

１　スマート林業の必要性と方向性

　国では、林業の成長産業化を図るための手段の一つとして、以下のとおり「スマート林業の推進」を閣議決定（Ｒ１．

６．２１）し、各種支援策を講じて、全国各地で具体的な取り組みが展開されています。

２　関連用語の説明

〔現状〕

○低い労働生産性　　○高い労働災害率

○人手不足と高齢化　○確実性の低い森林情報

スマート林業の推進 上記の「現状」の課題を解決するため、様々なインターネット
技術等を駆使して、より効率的な林業の実現を図ること。
「スマート」にはハイテク（先端技術）という意味があります。

スマート林業とは

取り組み項目 主な方向性

関連用語

①ＩＴ（アイティ）

用語の説明（簡略版）

○森林情報の高度化
①ドローンやレーザー航測による高度な森林情報の把握
②森林クラウドによる森林情報の共有化

・インターネット技術そのもの

③ＩｏＴ（アイオーティ） ・モノ同士（例えば機械同士とか）のインターネット

④ＡＩ（エーアイ） ・人工知能

⑥森林クラウド ・個人、企業、自治体等が個々に利用していた森林資源情報などをネット
ワーク化して、情報を共有するシステムのこと

⑤ドローン、ＵＡＶ（ユーエーブイ） ・無人で、遠隔操作などにより、飛行できる（小型）航空機のこと（ＵＡＶも同）

⑦リモートセンシング ・人工衛星にセンサー（測定器）を搭載し、地球上の森林情報などを測定
すること

⑧レーザー航測 ・ドローンなどにリモートセンシング用のセンサーを搭載し、樹高、径級な
どの詳細なデータを調査すること

・短時間で、正確な資源情報が得られる
・地形などは、立体的な３次元情報（鳥瞰図）が得られる

⑨３次元情報
　（３Ｄ（スリーディ）画像）

・立体画像等の情報のこと
・３ＤのＤは、ディメンション（次元）のこと

②ＩＣＴ（アイシーティ）

・人と人、人とコンピューターが通信する応用技術
※Ｃはコミュニケーションのこと
※ＩＴとＩＣＴは通常同意語として用いられるが、近年は世界的な潮流から
　ＩＣＴが主流になっている

①ＩＣＴなどによる川上と川下の需給情報の共有化

①ＩＣＴやＡＩ等の先端技術を活用した高性能林業機械の開発
②遠隔操作やロボット化による林業機械の自動化

○林業生産の効率化

○流通体制の効率化

※表中のインターネット関連用語は、次表の用語解説を参照

【
航
測
関
連
】



森
林
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令
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三
月
三
十
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日
発
行
　
印
刷
・
㈾
由
利
印
刷

6
１０２０̶１木材流通センター　由利本荘市西目町沼田字新道下

TEL０１８４-３２-１０８８　　FAX０１８４-３２-１０８９ TEL０１８４-３２-１０８０　　FAX０１８４-３２-１０８１

１０１９̶１ １０２０̶１製材工場『木香里』 由利本荘市西目町沼田字新道下

（令和２年）
単位：円、上段（石当り価格）

　　　　　下段㎥当り価格

樹　種

ス
　
　
ギ

総務課よりお知らせ  ～各種届け出のお願い～総務課よりお知らせ  ～各種届け出のお願い～

　各種手続きとともに、所定の用紙のご記入・提出をお願いしております。用紙は本所・各支所に
準備してあり、ご希望の方には郵送します。（記入後は各自の返送、提出をお願いします。）

●賦課金納入
　令和元年度分の賦課金について、未納の方は速やかに入金してください。
　納入方法、納入先、また納入有無の確認等、ご不明の点がありましたらご連絡ください。

●相続届
　相続開始後９０日以内にご提出ください。郵便物が、亡くなった方の名前で届いてしまうほか、補助申請や、選挙な
どに障害をきたす場合がございます。速やかに手続きをお願いいたします。

●法人、団体、代表者名の変更
　法人、団体、地域等、団体名で加入されている組合員様で、「団体名の変更」又は「代表者名の変更」がございま
したら届出をしていただく必要がありますので、お問い合わせください。

●氏名・住所及び所有山林面積の変更届等
　組合からの郵送物が届かない、電話連絡が取れない方がおります。引っ越し等で住所や連絡先に変更がありましたら、
お早めにご連絡ください。また、所有山林面積に変更がありましたら、お手続きをお願いします。

＊長級3.65m（12尺）　径級16cm～22cm　直材（柱目材）
＊長級3.65m（12尺）　径級24cm～34cm　直材（中目材）

木材価格の推移

平成29年柱目材 平成30年柱目材 平成31年柱目材 平成29年中目材 平成30年中目材 平成31年中目材

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

H29年度

2,715

2,621

2,679

2,794

2,873

3,008

3,023

3,079

3,085

3,073

3,061

3,026

H30年度

2,886

2,802

3,192

3,218

3,282

3,339

3,363

3,384

3,393

3,360

3,091

2,977

H31年度

3,205

3,146

3,131

3,236

3,466

3,485

3,502

3,524

3,464

3,468

3,467

3,408

H29年度

3,304

3,200

3,359

3,563

3,643

3,700

3,654

3,725

3,686

3,615

3,579

3,455

2,976

2,953

2,800

2,936

2,901

2,777

2,822

2,918

2,948

2,909

2,849

2,694

3,281

3,241

3,302

3,407

3,473

3,498

3,479

3,516

3,580

3,500

3,533

3,467

H30年度 H31年度

石：円
（本荘由利木材流通センター）

柱   目  材 中   目  材

1月8日 2月4日

本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター 本荘由利木材流通センター

高　値 安　値 平均価格

3月3日

樹　種 材　長

　m

3.65

径　級

　cm

ス
　
　
ギ

14下

16～22

24～34

高　値 安　値 平均価格 高　値 安　値 平均価格

出材量・販売量・販売率

１月：常連の量産工場と山形県勢などの参加により、完売。
　　　一部若齢材があったため平均価格を押し下げたが全般的に横ばいの推移。
２月：１６～２２ｃｍの一部にやや材質が劣る巻き立てがあり、幾分値を下げたが、それ以外は横ばいで完売。参加者も地元や山形
　　　県勢が加わり、総じて原木不足感がある。
３月：やや材質の劣る物件が見送られたが、ほぼ完売。１６～２２ｃｍは弱含みの推移。２４～３４ｃｍは横ばいからやや弱含み
　　　となった。量産工場が原木を十分確保したことから、来月以降もやや弱含みとなりそう。

(2, 926)
10, 535 

(3, 648)
13, 136 

(2, 884)
10, 383 

(3, 338)
12, 017 

(2, 909)
10, 474 

(2, 045)
7, 363 

(2, 045)
7, 363 

(2, 045)
7, 363 

(3, 500)
12, 601 

(3, 000)
10, 800 

(3, 649)
13, 137 

(3, 484)
12, 545 

(2, 777)
9, 999 

(2, 849)
10, 259 

(3, 533)
12, 720 

(2, 880)
10, 368 

(3, 509)
12, 635 

(3, 383)
12, 181 

(2, 661)
9, 580 

(2, 694)
9, 699 

(3, 467)
12, 483 

817㎥(2,941石)・817㎥(2,941石)・100% 629㎥(2,264石)・629㎥(2,264石)・100% 1,137㎥(4,093石)・934㎥(3,362石)・82%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 月
2,500

3,000

3,500

4,000

すすす。いたしますいたいいいいいやかな事務処理の為に何卒組合員の皆様のご協力をや すすしま力をお願いいたしごごにに何卒組合員の皆様のご協力をお願いいたしますやかな事務処理の為に何卒組合員の皆様のご協力をお願いいたします速や速や速やや速や速ややかやかやかかな事かなかなな事な事な事事務事務処事務務処務処務処処理の処理の処理理の理の為理の為の為の為の為為に為に何為に何卒に何に何何卒何卒何卒卒組卒組合卒組合組合組合合員の合員合員員の員の員の皆の皆の皆皆様の皆様の皆様様の様の様ののごごのごご協ご協ご協力協力協力協力を力を力ををおをおをおお願いお願お願願い願い願いいいいいいいいいいいいいたいたいたししししますしましますすますすす。す。速やかな事務処理の為に何卒組合員の皆様のご協力をお願いいたします。


